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  （百万円未満切捨て）

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 29,117 △2.5 410 △69.7 527 △67.9 △2,294 － 

2018年３月期第２四半期 29,877 0.3 1,353 △8.9 1,644 △25.8 1,673 5.0 
 
（注）包括利益 2019年３月期第２四半期 △1,615 百万円 （－％） 2018年３月期第２四半期 2,212 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第２四半期 △51.05 － 

2018年３月期第２四半期 37.24 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 92,180 69,958 75.4 

2018年３月期 95,573 72,625 75.4 
 
（参考）自己資本 2019年３月期第２四半期 69,494 百万円   2018年３月期 72,064 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 0.00 － 23.00 23.00 

2019年３月期 － 0.00      

2019年３月期（予想）     － 16.00 16.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

  （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 64,858 1.6 2,553 △8.6 2,964 △9.2 △498 － △11.08 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

連結業績予想の修正については、本日（2018年11月12日）公表いたしました「特別損失の計上および業績予想の

修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動：無 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料9ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期２Q 46,735,334 株 2018年３月期 46,735,334 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期２Q 1,786,780 株 2018年３月期 1,786,779 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Q 44,948,555 株 2018年３月期２Q 44,945,571 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注意事項等については、添付資料3ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

 

（日付の表示方法の変更） 

 「2019年３月期 第１四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高29,117百万円（前年同期比2.5％減）、営業利益410百万円（前

年同期比69.7％減）、経常利益527百万円（前年同期比67.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純損失2,294百万

円（前年同期は1,673百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

 

 セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。なお、当第２四半期連結累計期間より一部の報告セグメン

トに関し組織再編による組替を行っており、前年同期比較については、前年同期の数値を変更後の報告セグメント

区分に組替えた数値で比較しております。

 

① 広告プロダクション

 広告プロダクションの売上高は、前年同期に比べ1.2％増の12,455百万円となり、営業利益は前年同期に比べ

25.2％減の864百万円となりました。ＣＭ制作部門で受注増により増収となりました。一方で、ＣＭ制作部門で

の低利益案件の発生およびプロモーション部門でのイベントの集客減により減益となりました。

 

② コンテンツプロダクション

 コンテンツプロダクションの売上高は、前年同期に比べ19.4％減の6,259百万円となり、営業利益は前年同期

に比べ75.8％減の137百万円となりました。映像制作部門で前年同期に計上された社内の大型案件が当第２四半

期にはなかったこと、またデジタルプロダクション部門で大型のゲーム案件の納品が第３四半期以降にずれ込ん

だため、減収減益となりました。

 

③ メディア

 メディアの売上高は、前年同期に比べ1.9％減の8,043百万円となり、営業利益は94.1％減の21百万円となりま

した。当社関連チャンネル向けの番組販売において前年同期に計上された償却済大型作品の販売が当第２四半期

にはなかったこと、また当社関連チャンネルにおいて、ＯＴＴや海外事業等のサービス強化のための投資を強化

したことにより、減収減益となりました。

 

④ プロパティ

 プロパティの売上高は、前年同期に比べ2.6％減の2,910百万円となり、営業損失は141百万円（前年同期は310

百万円の営業損失）となりました。前年同期に計上された『牙狼＜ＧＡＲＯ＞』関連の売上が当第２四半期には

なく減収となりましたが、前年同期のＲ＆Ｄ投資案件の償却費用が当第２四半期になかったため営業損失は縮小

しました。

 

⑤ 物販

 物販の売上高は、前年同期に比べ1.3％減の3,144百万円となり、営業損失は47百万円（前年同期は47百万円の

営業損失）となりました。業務用記録メディアの販売減少により売上は減少しましたが、各部門での利益率改善

により、前年同期並みの営業損失となりました。

 

（注）上記セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高を含んだ金額を記載しております。
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（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、92,180百万円であり、前連結会計年度末に比べ3,392

百万円減少いたしました。この主な要因は、受取手形及び売掛金の減少2,607百万円等であります。

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、22,222百万円であり、前連結会計年度末に比べ724百

万円減少いたしました。この主な要因は、買掛金の減少1,619百万円及び未払金の増加908百万円等でありま

す。

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、69,958百万円であり、前連結会計年度末に比べ

2,667百万円減少いたしました。この主な要因は、利益剰余金の減少3,328百万円等であります。

 

② キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に

比べ183百万円減少し28,999百万円となりました。

 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動による資金の増加は、1,394百万円（前年同期は2,184百万円 前年同期比36.2％減）となりまし

た。これは、税金等調整前四半期純損失の計上1,814百万円、仕入債務の減少1,619百万円による資金の減少が

あったものの、非資金項目である減損損失の計上2,341百万円、売上債権の減少2,607百万円等による資金の増

加があった結果であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動による資金の減少は、318百万円（前年同期は831百万円の増加）となりました。これは、定期預

金の払戻による収入3,240百万円等による資金の増加があったものの、定期預金の預入による支出3,186百万

円、有形固定資産の取得による支出130百万円、無形固定資産の取得による支出156百万円等による資金の減

少があった結果であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金の減少は、1,237百万円（前年同期は1,039百万円 前年同期比19.0％増）となりまし

た。これは、配当金の支払1,033百万円等による資金の減少があった結果であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2019年３月期の通期連結業績予想につきましては、本日発表しました「特別損失の計上および業績予想の修正

に関するお知らせ」のとおりですが、連結子会社スター・チャンネル関連ののれんの減損損失の計上等を踏ま

え、業績予想を以下のように修正しております。

（通期） 

  売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想
百万円 

65,016 

百万円 

2,708 

百万円 

3,119

百万円 

1,069

円 銭 

23.78

今回発表予想 64,858 2,553 2,964 △498 △11.08

増減額 △157 △155 △155 △1,567 -

増減率（％） △0.2 △5.7 △5.0 - -

前期実績 63,812 2,794 3,263 2,361 52.54

 

 なお、業績予想につきましては、当社が現時点で合理的であると判断する一定の条件に基づいて作成してお

り、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は今後様々な要因によって異なる

結果となる可能性があります。

 

- 3 -

株式会社東北新社(2329) 2019年３月期 第２四半期決算短信



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 31,525 31,307 

受取手形及び売掛金 16,671 14,063 

有価証券 897 835 

映像使用権 5,772 5,107 

仕掛品 3,531 4,400 

その他のたな卸資産 666 600 

その他 1,124 1,033 

貸倒引当金 △33 △27 

流動資産合計 60,156 57,321 

固定資産    

有形固定資産    

土地 12,981 12,965 

その他（純額） 6,369 6,165 

有形固定資産合計 19,350 19,130 

無形固定資産    

のれん 1,784 167 

その他 260 378 

無形固定資産合計 2,044 546 

投資その他の資産    

投資有価証券 11,777 12,944 

その他 2,472 2,467 

貸倒引当金 △228 △229 

投資その他の資産合計 14,021 15,182 

固定資産合計 35,417 34,859 

資産合計 95,573 92,180 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 11,448 9,828 

短期借入金 1,220 1,220 

未払法人税等 1,265 532 

賞与引当金 699 740 

その他 3,978 5,251 

流動負債合計 18,611 17,573 

固定負債    

役員退職慰労引当金 405 404 

退職給付に係る負債 2,419 2,455 

その他 1,511 1,788 

固定負債合計 4,336 4,649 

負債合計 22,947 22,222 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,487 2,487 

資本剰余金 3,731 3,731 

利益剰余金 64,977 61,649 

自己株式 △1,728 △1,728 

株主資本合計 69,468 66,140 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,334 4,165 

為替換算調整勘定 △225 △359 

退職給付に係る調整累計額 △513 △451 

その他の包括利益累計額合計 2,595 3,354 

非支配株主持分 561 463 

純資産合計 72,625 69,958 

負債純資産合計 95,573 92,180 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高 29,877 29,117 

売上原価 22,970 23,067 

売上総利益 6,907 6,050 

販売費及び一般管理費 5,553 5,639 

営業利益 1,353 410 

営業外収益    

受取利息 9 12 

受取配当金 72 64 

持分法による投資利益 102 － 

為替差益 43 － 

出資金運用益 － 26 

経営指導料 51 50 

その他 56 53 

営業外収益合計 335 207 

営業外費用    

支払利息 5 4 

持分法による投資損失 － 26 

為替差損 － 36 

出資金運用損 13 － 

支払手数料 17 17 

その他 8 4 

営業外費用合計 44 89 

経常利益 1,644 527 

特別利益    

固定資産売却益 544 － 

関係会社株式売却益 689 － 

特別利益合計 1,234 － 

特別損失    

減損損失 － 2,341 

特別損失合計 － 2,341 

税金等調整前四半期純利益 

又は税金等調整前四半期純損失（△） 
2,878 △1,814 

法人税等 1,136 559 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,742 △2,373 

非支配株主に帰属する四半期純利益 

又は非支配株主に帰属する四半期純損失（△） 
68 △79 

親会社株主に帰属する四半期純利益 

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 
1,673 △2,294 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,742 △2,373 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 687 830 

為替換算調整勘定 △221 △129 

退職給付に係る調整額 4 61 

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 △3 

その他の包括利益合計 469 758 

四半期包括利益 2,212 △1,615 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,143 △1,535 

非支配株主に係る四半期包括利益 68 △79 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 

又は税金等調整前四半期純損失（△） 
2,878 △1,814 

減価償却費 508 420 

減損損失 － 2,341 

のれん償却額 99 99 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 △5 

受取利息及び受取配当金 △81 △77 

支払利息 5 4 

持分法による投資損益（△は益） △102 26 

有形固定資産売却損益（△は益） △544 － 

売上債権の増減額（△は増加） 2,615 2,607 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,685 △137 

仕入債務の増減額（△は減少） △2,026 △1,619 

賞与引当金の増減額（△は減少） 41 41 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5 △0 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 37 36 

関係会社株式売却損益（△は益） △689 － 

前受金の増減額（△は減少） 1,375 324 

前渡金の増減額（△は増加） △151 △46 

未払消費税等の増減額（△は減少） △95 0 

繰延消費税等の増減額（△は増加） 4 △10 

その他 513 358 

小計 2,697 2,551 

利息及び配当金の受取額 134 108 

利息の支払額 △5 △4 

法人税等の支払額 △674 △1,270 

法人税等の還付額 32 10 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,184 1,394 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △858 △130 

有形固定資産の売却による収入 786 13 

投資有価証券の取得による支出 △2 △30 

無形固定資産の取得による支出 △39 △156 

定期預金の預入による支出 △3,328 △3,186 

定期預金の払戻による収入 3,465 3,240 

関係会社株式の売却による収入 972 － 

その他 △165 △68 

投資活動によるキャッシュ・フロー 831 △318 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 100 － 

自己株式の取得による支出 － △0 

配当金の支払額 △854 △1,033 

非支配株主への配当金の支払額 △11 △18 

リース債務の返済による支出 △269 △180 

その他 △5 △5 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,039 △1,237 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △40 △21 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,935 △183 

現金及び現金同等物の期首残高 27,197 29,183 

現金及び現金同等物の四半期末残高 29,133 28,999 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。この変更を反映させるため、前連結会計年度に係る連結財務諸表の組替えを行っ

ております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

 
広告 

プロダクション 
コンテンツ 

プロダクション 
メディア プロパティ 物販 

売上高                

外部顧客への売上高 12,105 4,834 7,931 2,112 2,893 29,877 － 29,877 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
206 2,930 265 875 293 4,570 △4,570 － 

計 12,311 7,764 8,197 2,987 3,187 34,448 △4,570 29,877 

セグメント利益又は損失

（△） 
1,154 569 360 △310 △47 1,726 △372 1,353 

（注）１． セグメント利益又は損失の調整額△372百万円には、セグメント間取引消去50百万円、不動産関連費用の

調整額（近隣の賃貸相場を参考に設定した標準賃貸単価をもとに算定した標準価額と実際発生額との差額）

848百万円及び全社費用△1,271百万円が含まれております。

      全社費用は、主に報告セグメントに配分していない当社の管理部門に係る費用であります。

   ２． セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

 
広告 

プロダクション 
コンテンツ 

プロダクション 
メディア プロパティ 物販 

売上高                

外部顧客への売上高 12,249 4,377 7,806 1,810 2,872 29,117 － 29,117 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
205 1,882 236 1,099 272 3,697 △3,697 － 

計 12,455 6,259 8,043 2,910 3,144 32,814 △3,697 29,117 

セグメント利益又は損失

（△） 
864 137 21 △141 △47 834 △424 410 

（注）１． セグメント利益又は損失の調整額△424百万円には、セグメント間取引消去△35百万円、不動産関連費用

の調整額（近隣の賃貸相場を参考に設定した標準賃貸単価をもとに算定した標準価額と実際発生額との差

額）870百万円及び全社費用△1,259百万円が含まれております。

      全社費用は、主に報告セグメントに配分していない当社の管理部門に係る費用であります。

   ２． セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

 当第２四半期連結会計期間より、組織変更に伴い、従来「広告プロダクション」セグメントに含まれていたプロモ

ーション事業の一部を「メディア」セグメントに移行しております。

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載して

おります。
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